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～　吉玉精鍍（株）～

めっき工場におけるIoTツールを活用した

機器動作・温度湿度監視の事例紹介

（2019年7月16日<火>）　畝原

LOGO吉玉精鍍（株）の概要

• 創業　　　　　昭和２１年９月１日

• 経緯と 　　　昭和２９年４月（有）延岡めっき工場を買収し吉玉工業有限会社

　　　設立　　　　昭和５０年　吉玉精鍍株式会社を設立

• 資本金　　　　７２、０００千円

• 代表者　　　　代表取締役社長　　吉玉　典生

• 従業員数　　 １００名　（２０１９年７月現在）

• 事業目標　次代のニーズを先取りし、新たな付加価値を誕生させ、

　　　　　　　　「研究開発」「品質管理」「環境の調和」の３つの技術をベースに

　　　　　　　　最先端の表面処理技術で「環境にやさしい企業」を実現し

　　　　　　　　社会に貢献する企業を目指す。
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LOGO吉玉精鍍（株）の各事業所

• 本　社　：８８２－００２４

　　　　　　　　宮崎県延岡市大武町３９番地２４

　　　　　　　　　　　　TEL　　０９８２（３３）１２５１

　　　　　　　　　　　　FAX　　０９８２（３３）２２４４

• 宮之城事業所　：８９５－１８１６

　　　　　　　　　　　　鹿児島県薩摩郡さつま町時吉１９７５番地１９

　　　　　　　　　　　　TEL　　０９９６（５２）１６６５

　　　　　　　　　　　　FAX　　０９９６（２１）３０３７

• auショップ延岡多々良　：８８２－００５６

　　　　　　　　　　　　宮崎県延岡市岡富町119

　　　　　　　　　　　　TEL　　０９８２（３４）７６６３

　　　　　　　　　　　　FAX　　０９８２（３４）７６６８

• auショップ高千穂

　　　　　　　　　　　　宮崎県高千穂町

LOGO吉玉精鍍（株）の各事業所

●表面処理加工（半田：Ｐｂフリー対応、亜鉛クロメート：三価クロメート）

　      ・電気めっき加工（工業用クロム・金・銀・銅・錫・亜鉛・ﾆｯｹﾙ・半田 他）

　      ・無電解めっき加工（銅・ﾆｯｹﾙ・金 他）

　      ・バフ研磨・梨地加工

　      ・ブラスト処理（ＡＢＢ，ＧＢＢ処理）

　      ・各種エッチング処理

      　・精密金型硬質クロムめっき

　      ・ホーニング処理

　      ・ｱﾙﾏｲﾄ・電解研磨・ﾘﾝ酸亜鉛処理など

●めっき工場建設総合エンジニアリング・操作指導

●情報通信事業：

　・携帯電話・PHS販売（auショップ）

　・情報ソリューション事業：

　　　　　ＭＦプラットフォームサポート（生産管理システム開発ソフト）

　　　　　システム開発、ネットワーク構築、ＩｏＴソリューション開発　　など
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情報通信事業の紹介

～  吉玉精鍍（株）～

LOGO情報通信事業　の組織
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LOGO情報通信事業（ＫＤＤＩ　ａｕ携帯電話販売）

LOGOBIZ（ビズ）事業
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LOGO法人まるごとｻﾎﾟｰﾄ事業　（BIZ（ビズ）事業）

ＫＤＤＩ：複合機販売

内線電話販売

パソコン・サーバー販売
（新品・中古）

LOGO情報ソリューション事業　（BIZ（ビズ）事業）

パソコン修理・データ修復

システム開発
（アプリ開発）

デジタルサイネージ事業
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LOGO情報ソリューション事業　（BIZ（ビズ）事業）

弊社は、ＭＺプラットフォームツールの支援ベンダーをしています。

LOGOＩｏｔ事業　（BIZ（ビズ）事業）
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LOGO弊社が取り扱っているＩｏＴ商品(1)

泰興物産製IoT機器

ローカル型
※クラウド型にもカスタマ

可能です。

LOGO弊社が取り扱っているＩｏＴ商品(2)

ｻｲｴﾝｽｿﾘｭｰｼｮﾝ(株)製
IoT機器

クラウド型
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弊社のめっき部門における
ＩｏＴの取り組み

～  吉玉精鍍（株）～

LOGO弊社の　ＩｏＴを導入する目的

●品質異常につながる要素を見つけ、アラートする

　　（品質管理）

●設備・機器の劣化を見つけて、アラートする

　　（設備管理）

●原価を把握する。

　　（原価管理）
  ※弊社では、設備の稼働時間を把握
　　する目的で取り組み中。
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LOGO弊社の　設備の劣化把握モデル事例

LOGO弊社のIoT利活用事例（１）

困り事：
　　蒸気ボイラーの動作を知りたい

理由：
　　・めっき製造ラインが７時に稼働
　　　開始する為には、ボイラーは４時間
　　　前には稼働を開始しないと、浴槽用
　　　ヒーターに必要な温度が確保できない。
　　　　※故障で、ボイラーが正常に
　　　　　稼働しないと、めっき生産
　　　　　が遅れる。（ロスとなる）

　　・ボイラーが何台稼働しているか、
　　　わからない。
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LOGO

電流の流れをみてます。

弊社のIoT利活用事例（１）

ポイント：ボイラーが燃焼している時は、送風機が必ず回転しています。

LOGO

稼働中 稼働中

弊社のIoT利活用事例（１）
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LOGO弊社のIoT利活用事例（2）

困り事：
　　局排装置の軸劣化を可視化したい

理由：
　　・昔と違い、高度な技術を持った保全
　　　技術者が少なく（人数も少ない）なり
　　　５感で状態監視できる人材がいなく
　　　なった。

　　・劣化の限界（保全をするタイミング）
　　　を基準化することで、高度な保全知識
　　　がなくても、軸メンテのタイミングが
　　　わかるようにしたい。（状態監視）
　　　　※劣化基準を見つける

　　・軸ブレや劣化による、局排装置の
　　　消費電力の違いを知りたい。
　　　　※コストの見える化　　　

LOGO電流値から見た、「設備の劣化把握」

軸受の
劣化

芯出し
不具合

軸受内の
キズ

その他

変化の度合い（％）に
より、アラートが可能

弊社のIoT利活用事例（2）
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LOGO弊社のIoT利活用事例（3）

困り事：
　　めっき装置の稼働時間を知りたい。
　　　　※見える化したい。

理由：
　　・各設備の稼働実績は日報でしか
　　　把握できず、全てが後把握になって
　　　いる。

　　・全社の設備稼働が把握されていない
　　　為、会社の余力が把握できていない。

　　・設備稼働記録に実態と違う記録が
　　　ある。　

LOGO電流値から見た、「設備の稼働把握」

稼働開始
６：００

稼働終了
１３：００稼働時間を把握する

ことで、設備に関わる
原価把握につながる
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LOGO
ＩｏＴツールを活用することで、記録
業務の自動化をおこなう。

稼働時間
など自動で

データが作ら
れます。

人の手による
データ作成
・品質情報
・製品情報

など

作られたデータを
活用（分析・原価

把握　など）

LOGO
ＩｏＴツールを活用することで、記録
業務の自動化をおこなう。（事例）

めっき槽の上部
の温度・湿度を
作業記録に自動で
残す。

MZプラットフォームとの連携活用
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LOGO

品質の見える化（活用）

不良発生件数と温度・湿度
の相関分析できます。

弊社のIoT利活用事例（４）

LOGO

延岡雇用促進協議会セミナー資料より

人感センサーで作業員を
検知して、設備を自動で
停止すると同時に、発生
日時を記録（サーバー
に記録）します。

今後、弊社が目指すＩｏＴ(１)
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LOGO

延岡雇用促進協議会セミナー資料より

今後、弊社が目指すＩｏＴ(２)

LOGO今後、弊社が目指すＩｏＴ(3)

工場排水処理場

排水管理に必要な、
データ（ｐｈ、ＢＯＤ

など）
の自動集取と記録 排水管理における、

異常の記録とアラート
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LOGO今後、弊社が目指すＩｏＴ(4)

異常を早期に見つけて、「突発故障防止」「不良流出防止」
「原価低減（改善）」を目指します。

～  吉玉精鍍（株）～

本日は、ご清聴ありがとうございました。


